
 
 

 

節電の夏がきました。今年の夏は「計画停電」も検討されるなど、大きな影響が懸念されて
います。我々にできることは、無駄な電力を使わない「節電」に努めることです。皆さん無
理のない範囲で「節電」しましょう。 
 
☆「納涼の夕べ」存亡の危機！？ 
さて、電力以上に厳しい状況なのが「納涼の夕べ」です。まさに存亡の危機です。 
「納涼の夕べ」はあんずの会最大のイベントです。開催には沢山の人手が必要です。 
プール、レクリエーション、バーベキュー、催し物、花火大会と盛り沢山です。 
特に目玉である「バーベキュー」は準備、調理、後片付けと、最も男手が必要な仕事 
です。この男手が足りません。担い手が年々減っており、一人当たりの負荷がとても 
大きくなっています。毎年同じ顔ぶれですので、年齢的にも肉体的にも辛い状況です。この
ままで行けば、バーベキューの実施が困難となり、「納涼の夕べ」そのものの開催も危ぶま
れます。まさに緊急事態です。｢納涼の夕べ」を何とか存続させたと、切に願っております。
別途「納涼の夕べ」開催の案内をお送りしますが、お手伝いの申込みを是非ともお願いしま
す。場合によりましては、止むを得ず個個にお願いの連絡をさせていただくこともあります。
なにとぞご理解のうえご協力をお願いします。 
 

納涼の夕べ 
開催日：平成 24 年 8月 4 日（土） 13：00～20：00 
場 所：さやま荘 

 
☆学齢部部長および西山台地区委員交代のお知らせ。 
平成 24年 6月 10日の理事会において学齢部部長および西山台地区委員の交代が承認さ
れました。平成 24年 7月より、学齢部部長は森澤さんから山田さんに、西山台地区委員は森
下さんから吉永さんにそれぞれ交代いたします。森澤さん、森下さんご苦労さまでした。山
田さん、吉永さんよろしくお願いします。 
 
☆新連絡網の案内 
例年 7月に案内しております「あんずの会連絡網」ですが、今年は 8月号の「あんずの会だ
より」と共にご案内します。今年から E メールの運用を開始します。E メール連絡を希望され
る方には、これからは電話や FAX での連絡はありませんのでご注意ください。メールでの
連絡をご希望の方は、アプリコットメールアドレス（anzunokai@hop.ocn.ne.jp）まで「メール連
絡希望」と記載したメールを送付ください。7 月 14 日締め切りです。既に登録済(テスト配信

済)の方は再度の連絡は不要です。 
 
☆「はっぴい 2」運営について 
平成 26年度より「はっぴい 2」は「福祉作業所」から「地域活動支援センター事業」へ移行予
定です（詳細は平成 23 年 11 月「あんずの会たより」3 ページの表参照。ただし表中の「H27
年度以降」は「H26 年度以降」の誤り）。移行にあたっては法人格が必要となるなど課題が
山積しております。現在「あんずの会」と「はっぴい 2」親の会は、移行に向けての合同勉強
会を開催しております。 
勉強会の内容については別途ご紹介します。 
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学齢部 作業所見学会の感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

青い鳥を見学しました。 
作業所を立ち上げるには凄い苦労があり、偏見で反対する人もいれば  力に
なってくれる人もあり、周りの方々の温かい気持ちが何よりも嬉しくて、本当に
作業所を立ち上げるのは大変な事だと思いました。 
トイレもお風呂も作業所全体が清潔で無臭でとても気を使っている事に、驚き
ました。 
作業内容も一人一人のモチベーションに合わせていて  生活介護の方も仕事
をキチンとしていてやりがいを感じて頑張っていたので、とても良かったです。 
家族会はあるけれど  負担がなくて、グループホームもあり  先々の事まで
お任せ出来るのは心強いと思いました。 

ワークセンターつつじに行って来ました。 

重度～軽度まで  それぞれのニーズに合わ

せた  活動をしていて 感心しました。 

やりがいを持てる仕事をする事で生き生きし

た雰囲気がありました。 

あれほどの建物・作業内容を親の会で立ち

上げるにはどうすればいいのか参考にして 

あんずの会でも すべての会員が入れる作

業所を作りたいです。 

ワークセンターつつじを見学しての感想 
すごくきれいでお金をかけている作業所で、レストラン、利用
者さんの仕事も充実していて明るく楽しく毎日を送れそうな所
でした。ただ、やはり親の負担はその分多く、お金もかかりそ
うなのでトラブルならないように親は関わらない方が上手く行
くのではないかと思います。 

 

アンゴリーノでの御食事すごくおいしか
ったです。活動内容も充実していて通
所できたら楽しそうだなと思いました
が、やはり親の会もかなり活動されて
いる様だったのでそれはもめる元なの
では…？と思いました 

色々と活動がいっぱいで、楽しく
一日を過ごせる作業所だと思い
ました。でも家族会があり、色々
な面で大変かなぁと思いました。 

アンゴリーノのドルチェでの作業、本格的でした。 
作業所は充実していて道具もしっかりあったのは 
すばらしかったですが、ささえるのは大変だと 
思いました。 

学校の延長のような仕事内容で、子供達が惑いなく通所で
きるような作業所でした。建物も清潔感があり皆が活き活
きして通所しているんだなと感じました。 
理想の作業内容でしたが、親の会の活動が大変なのが残念
です。 

ワークセンターつつじを見学しての感想 

青い鳥・あいらぶを見学しての感想 

青い鳥は、親として一番求めている作業所では
ないかと思うくらい理想の作業所でした。立ち上
げるまでのご苦労は本当に大変だったと聞き、
勉強になりました。内容も充実していて、作業所
の清潔感もすごかったです。子供達も一生懸命
頑張っていました。 
作業所を立ち上げたら終わりでなく、先のことま
で考えて（グループホームなど）いることに、感
動しました。とても勉強になりました。 

青い鳥は広々とした設備で本人のレベルに合わせて作業を選
べる点が良かったです。あいらぶはアットホームな感じで皆いき
いきと活動されているのが印象的でした。どちらも作業所開設
では、大変な苦労があったとお話して頂きました。作業所を作る
には、かなりの覚悟がいることを痛感しました 

作業所を作る時の大変苦労された
お話には本当に頭が下がりまし
た。作業所ごとに、ポリシーがあ
って、本人や保護者の考えと合う
所を探したいと思いました。 

今回はすごく考えさせられた見学会
でした。作業所を設立するにあたっ
て、世間からの反対にあい、やっと
建てる事ができた経緯を聞き、今さ
らのように障害者に対しての差別を
痛感し、悲しくなりました。 



6 月 24 日 ボーリング大会の感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学齢部からのお知らせ 

秋の行事から、18 歳～25 歳までの成人部の方が学齢部の行事も参加できるように

なりました。ただし、保護者が同伴で必ず責任を持って参加できる方に限ります。 

 

 

 

 



 


